
 

  

 

 

     

 

 
 
 
 
 

 坂出市内の学校とティーンズ係とのコラボ企画を実施します！ 

記念すべき第一弾は，香川県立坂出商業高等学校のみなさんによる写真展を開催します。写真を撮影して

くれたのは，昨年行われた「写真甲子園 2018」全国大会第３位という成績のほか，数々の写真コンクール

で活躍している坂出商業高等学校写真部のみなさん，撮影に協力してくれたのは図書委員さんほか生徒のみ

なさんです。 

写真展のテーマは「What a photogenic book!」，思わず手に取ってみたくな

るような魅力的な表紙の本や，図書室で見つけたフォトジェニックな瞬間を撮影

してくれました。 

現役高校生の感性あふれる写真展をぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 
 
本を選ぶときに最初に目に入るのが本の表紙，表紙にひかれて本を手に取ることがありませんか。素敵な

デザインの本にはぐっと興味をそそられますよね。そこで今回は，思わず手に取ってみたくなるようなフォ

トジェニックな本を特集します。見た目重視！直感で選んでみてはいかがですか。 

坂出商業高等学校×大橋記念図書館コラボ企画 

写真展「What a photogenic book!」開催 

坂出市立大橋記念図書館 

坂出市寿町一丁目 3 番 10 号 

電話 45-6677 

  

2019 年 2・3 月号 

通巻 26 号 

ティーンズとしょかん 

↑撮影風景 

←こんなきゅんとくる 

場面も 

特集コーナー「What a photogenic book!」 

期間 平成 31年2月 1日（金）～3月 30日（土） 

場所 図書館 1階ティーンズコーナー 

左から『世界から猫が消えたなら』川村元気/著（マガジンハウス），『死ぬまでに行きたい！世界の絶景』詩歩/著

（三才ブックス），『アウシュヴィッツの図書係』アントニオ・Ｇ・イトゥルベ（集英社），『もういちど生ま

れる』朝井リョウ/著（幻冬舎），『かなわない』植松一子/著（タバブックス），『ハリネズミの願い』トー

ン・テレヘン/著（新潮社），『翻訳できない世界のことば』エラ・フランシス・サンダース/著（創元社） 



 

 

 

 

 

春は別れと旅立ちの季節ですね。そこで，卒業シーズンにおすすめの本を紹介します。 

別れは寂しいけれど，卒業は成長の証。春からはきっと新しい出会いが待っていますよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『卒業ホームラン』（『日曜日の夕刊』に収録） 重松清/著 毎日新聞社 Ｆシケ 

☆『スコーレNo.4』 宮下奈都/著 光文社 Fミヤ 

★『きみに贈る本』 中村文則ほか/著 中央公論新社 019/チユ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『給食アンサンブル』 如月かずさ/著 光村教育出版 Fキサ 

☆『友情だねって感動してよ』 小嶋陽太郎/著 新潮社 Fコシ 

★『この川のむこうに君がいる』 濱野京子/著 理論社 Fハマ 

☆『手をつないだままさくらんぼの館で』 令丈ヒロ子/著 KADOKAWA Fレイ 

★『部活やめてもいいですか。』 梅津有紀子/著 講談社 J/375/ウメ 

☆『死体が教えてくれたこと』 上野正彦/著 河出書房新社 J/498/ウエ 

新しい本の紹介 

『探偵は教室にいない』川澄浩平/著 東京創元社 F カワ 

わたしには少し変わった幼馴染みがいる。大人びていて頭の切れる彼とは，別々の

中学校に進学して以来会っていない。ある日わたしのもとに届いた差出人不明のラブ

レターをめぐって，幼馴染みの彼とわたしは九年ぶりに再会を果たす。日々のなかで

出会うささやかな謎を通して，少年少女が新しい扉を開く瞬間を描く四つの物語。 

『いま君に伝えたいお金の話』村上世彰/著 幻冬舎 379/ムラ 

 生きるためにお金はどのくらい必要？仮想通貨はこれからどうなっていく？誰より

もお金に詳しい，お金を増やすプロである著者が，１５歳の人に向けて書いたお金の

話。先行き不透明な人生１００年時代に，どんなふうにお金と付き合えばいいかやさ

しく伝えます。 

『少女は卒業しない』 朝井リョウ/著 

集英社 F アサ 

廃校が決まった高校の，わたしたち

は最後の卒業生だ。－少女７人が迎え

るそれぞれの「別れ」と思いを繊細に

描いた短編集。 

卒業シーズンにおすすめ 

『横道世之介』 吉田修一/著 毎日新

聞社 Ｆヨシ 

横道世之介 18 歳。大学進学のため

に長崎から上京したばかり。世之介の

一人暮らしは隣の部屋の目覚まし時計

の音とともに始まった。 

『家を出る日のために』 辰巳渚/著 

理論社 Ｊ/590/タツ 

暮らしとは生きることそのもの。ち

ょっぴり怠け者の“家事塾”主宰者が

一人で暮らすことの楽しさと豊かさへ

と導きます。 

『あしたのあたしはあたらしいあた

し』 石津ちひろ/詩 理論社 911.5/

イシ 

 文字を入れかえて別の言葉を作るア

ナグラム。未来への希望を感じさせる

詩が，あなたの明日に勇気をくれる。 


